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公
益
財
団
と
し
て
今
年
度
も
み
な
さ
ま
と
一
緒
に
住
ま
い
の
環
境
向
上
へ
努
め
ま
す
。

　
〝
人
材
育
成
〟を
活
動
の
中

心
に
し
て
研
修
や
セ
ミ
ナ
ー
を

実
施
し
て
き
た
日
管
協
近
畿

ブ
ロ
ッ
ク
の
各
支
部
。賃
貸
管

理
業
務
に
従
事
す
る
各
社
社

員
の
努
力
の
成
果
を
実
感
で

き
る
場
を
と
企
画
さ
れ
た
の

が
今
回
の〝
成
果・発
表
大
会
〟

で
す
。会
場
は
超
満
席
で
補
助

席
も
出
る
と
い
う
状
況
。午
後

1
時
か
ら
始
ま
っ
た
大
会
は
主

催
者
を
代
表
し
て
日
管
協
近

畿
ブ
ロッ
ク
長
田
修
ブ
ロッ
ク
長

が
開
催
の
挨
拶
。続
い
て
来
賓

の
国
土
交
通
省
近
畿
地
方
整

備
局
調
整
官
の
平
田
研
一
氏
、

日
管
協
本
部・専
務
理
事
の
塩

見
紀
昭
氏
か
ら
開
催
を
意
義

あ
る
も
の
と
す
る
強
い
応
援

メ
ッ
セ
ー
ジ
が
あ
り
ま
し
た
。

　
い
よ
い
よ
発
表
開
始
で
す
。各

支
部
か
ら
選
ば
れ
た
社
員（
別

項
）が
持
ち
時
間
20
分
で
日
頃

の
研
究
の
成
果
を
発
表
。ト
ッ
プ

の
奈
良
県
支
部
に
始
ま
り
、滋

賀
、大
阪（
2
社
）、兵
庫
、京
都

（
2
社
）の
順
に
終
了
。そ
の
後
、

高
田
光
雄（
京
都
大
学
大
学
院

教
授
）審
査
委
員
長
を
中
心
に

平
田
研一氏
、京
都
府
建
設
交
通

部
住
宅
課
長・田
中
政
幸
氏
、京

都
市
住
宅
室
長・岩
崎
清
氏
、日

管
協
の
塩
見
紀
昭
氏
、長
田
修

氏
ら
が
審
査
。

　

そ
の
結
果
、近
畿
地
方
整
備

局
長
賞
に
奥
野
雅
裕
氏
、日
管

協
会
長
賞
に
齊
藤
一成
氏
、近
畿

ブ
ロッ
ク
長
賞
に
西
村
英
氏
、主

管
賞
に
馬
場
智
彦
氏
、優
秀
賞

と
し
て
村
島
弘
章
氏
と
西
田
輝

幸
氏
、審
査
委
員
長
賞
は
野
村

麻
裕
美
氏
が
受
賞
し
ま
し
た
。

奥
野
氏
と
齊
藤
氏
は
11
月
に
東

京
で
行
わ
れ
る「
日
管
協
フ
ォ
ー

ラ
ム
」会
場
で
再
度
発
表
し
ま
す
。

　

審
査
を
終
了
後
、高
田
光

雄
審
査
委
員
長
は
講
評
と
し
て

「
日
常
業
務
の
多
忙
の
中
で
よ

く
こ
こ
ま
で
努
力
さ
れ
ま
し

た
。住
宅
ス
ト
ッ
ク
の
活
用
が

求
め
ら
れ
る
時
、管
理
業
の
分

野
は
今
後
さ
ら
に
専
門
性
が

期
待
さ
れ
ま
す
。高
齢
化
社

会
な
ど
、社
会
の
動
き
に
対
応

し
て
さ
ら

に
課
題
に

応
え
て

審査する高田氏（右）と平田氏

入
居
者
へ
優
し
い
目
線
と
収
益
性
追
求

第1回　賃貸住宅管理業務・成果発表大会開く

（公財） 日本賃貸住宅管理協会 近畿ブロック　主催

国交省 近畿 地方
整備 局長賞に
奥野 雅裕氏（㈱長栄）

　
（
公
財
）日
管
協
近
畿
ブ
ロ
ッ
ク（
長
田
修
ブ
ロ
ッ
ク
長
）が
主

催・国
交
省
近
畿
地
方
整
備
局
や
地
元
自
治
体
が
後
援
す
る
第

1
回「
賃
貸
住
宅
管
理
業
務・成
果
発
表
大
会
」が
8
月
21
日

（
水
）、京
都
市
内
の「
京
都
テ
ル
サ
」で
行
わ
れ
ま
し
た
。近
畿

の
5
支
部
7
社
が
参
加
、明
日
の
管
理
の
工
夫
や
あ
り
方
を
追

求
し
た
優
れ
た
成
果
の
発
表
会
と
な
り
ま
し
た
。

頂
き
た
い
」と
述
べ
ま
し
た
。

　

大
会
の
成
功
は
近
畿
ブ
ロ
ッ

ク
各
支
部
の
協
力
が
あ
っ
た
が
、

特
に
リ
ー
ド
役
と
な
っ
た
京
都

府
支
部
の
各
担
当
の
動
き
が

大
会
を
支
え
ま
し
た
。次
回
の

開
催
が
大
い
に
期
待
で
き
る
催

し
で
し
た
。な
お
、こ
の
大
会
に

は
近
畿
ブ
ロ
ッ
ク
各
社
の
ほ
か

多
数
の
関
係
企
業
か
ら
協
賛

が
あ
り
ま
し
た
。

8
月
21
日
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

●
場
所「
京
都
テ
ル
サ
」セ
ミ
ナ
ー

ル
ー
ム

●
主
催　
（
公
財
）日
管
協　

近

畿
ブ
ロッ
ク

●
後
援　

国
交
省
近
畿
地
方
整

備
局
、京
都
府
、京
都
市

●
主
管　

日
管
協 

京
都
府
支
部

●
午
後
1
時
開
会
式
。

●
コ
ン
ク
ー
ル
参
加
者
の
発
表

●
審
査
委
員
長
を
中
心
に
審
査

●
午
後
4
時
30
分
、表
彰
式

審
査
委
員
長
に

高
田
光
雄
氏（
京
都
大
学
大
学
院
教
授
）

● 参加各社のテーマと発表者 ●

大阪府
支部 

●「ターゲットを絞った空室戦略」
株式会社 宅都　齊藤一成氏

●「入居者様に目を向けた管理業務の実践」
株式会社 レンタックス　西田輝幸氏

京都府
支部 

●「SDMRP（スチューデント・デザイナーによ
るマンションリフォームプロジェクト）について」

株式会社 長栄　奥野雅裕氏
●「入居率UPへのアクション」

株式会社 学生ハウジング　野村麻祐美氏

兵庫県
支部 

●「入居者に目を向けた管理業務の実践」
株式会社 ハウスプロメイン　西村　英氏

滋賀県
支部 

●「単身女性専用アパートの企画から管理へ」
株式会社 コンクウエスト　馬場智彦氏

奈良県
支部 

●「入居者満足の視点に立った取組み」
株式会社 丸和不動産　村島弘章氏

長田修近畿ブロック長より表彰を受ける奥野雅裕氏（㈱長栄）

日管協会長賞齊藤一成氏（㈱宅都） 司会を務めた横江三郎氏

会場は超満員

日
管
協　

全
面
協
力

　

総
務
大
臣
か
ら
日
管
協

三
好
修
会
長
へ「
平
成
25

年
住
宅・土
地
統
計
調
査
」

に
つ
い
て
協
力
依
頼
が
あ

り
ま
し
た
。総
務
省
か
ら

各
府
県
の
担
当
を
通
じ
て

近
畿
ブ
ロッ
ク
各
支
部
へ
も

調
査
の
円
滑
へ
向
け
て
協

力
を
要
請
。賃
貸
管
理
業

に
と
っ
て
同
調
査
の
結
果

は
空
室
率
な
ど
の
傾
向
が

参
考
に
な
る
も
の
。日
管

協
も
国
の
基
幹
統
計
調
査

に
協
力
で
す
。細
部
は
大

阪
府
支
部
の
ペ
ー
ジ
を
。

10月1日実施。平成25年
「住宅・土地統計調査」

国
交
省
、地
元

自
治
体
も
後
援

・	大阪府支部
・	兵庫県支部
・	和歌山県支部

・	京都府支部
・	滋賀県支部
・	奈良県支部
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　大阪府支部のレディース部
会（田中与志子部長）の部活
動は夏から秋に向けて充実。
先頃行った「カラー」をテー
マにした講演会は会場がほぼ満員で男性の参加も目立ちました。これには
参加動員のため、支部全体で協力した効果が出ていました。講師にはこの
分野で活躍中の河野万里子さん（色彩社社長）を招きました。

　テーマの選び方も開催ごとに入居者ニーズに合っ
たものを選択、講師も新鮮な人を招いています。
　今の入居者のこだわりを女性特有の感性を生かして
とらえ、参加者にわかりやすく、さらにコスト面・公
的資金の利用なども加えた現実的な話が好評でした。
　レディース部会では次の活動を10月に開く「オー

ナーセミナー」の会場とし、次回も会場で実際に役立つテーマを設けて
オーナーや管理会社向けの「すぐに参考にできる」を十分に意識し立体
的構成で臨みます。リフォームにおける税金問題や資金計画、入居者ニ
ーズを折り込んだ現実路線での内容を予定しています。

カラービジネスコンサルタント
河野万里子さんの講演

注目された齊藤一成氏の講演

　

会
場
の
下
見
を
兼
ね
た
打

ち
合
わ
せ
会
に
出
席
し
た
時
か

ら
準
備
も
十
分
、自
信
も
満
々

と
い
う
2
社
。両
氏
と
も
ベ
テ
ラ

ン
の
発
表
者
で
、西
田
氏
は
管

理
課
の
マ
ネ
ー
ジ
メ
ン
ト
デ
ィ
レ

ク
タ
ー
、齊
藤
氏
は
ア
セ
ッ
ト
マ

ネ
ジ
メ
ン
ト
事
業
部
学
生
事
業

課
課
長
で
す
。ど
ち
ら
も
各
社

で
業
務
に
従
事
す
る
中
心
的

存
在
の
人
。仕
事
も
キ
ャ
リ
ア

も
十
分
で
両
社
の
ト
ッ
プ
が〝
任

せ
た
〟と
送
り
込
ん
で
き
た
管

理
部
門
の
エ
ー
ス
で
す
。そ
れ
だ

け
に
、成
果
発
表
の
機
会
を
与

え
ら
れ「
思
い
切
り
日
頃
の
仕

事
を
反
映
さ
せ
た
、内
容
が
濃

く
、明
日
の
業
務
に
つ
な
が
り
、

参
加
者
に
説
得
力
の
あ
る
も
の

を
」と
取
り
組
ん
だ
結
果
の
入

賞
発
表
と
な
り
ま
し
た
。

　

西
田
氏
の
発
表
は「
入
居
者

様
に
目
を
向
け
た
管
理
業
務
の

実
践
」齊
藤
氏
は「
タ
ー
ゲ
ッ
ト

を
絞
っ
た
空
室
戦
略
に
つ
い
て
」。

特
に
齊
藤
氏
は
事
業
達
成
へ

日
々
の
苦
労
話
や
折
れ
そ
う
な

心
に
ム
チ
を
入
れ
つつ
と
い
う
臨

場
感
あ
ふ
れ
る
話
で
会
場
は

シ
ー
ン
と
な
り
ま
し
た
。

　

結
果
は
齊
藤
氏
が
日
管
協

会
長
賞
、西
田
氏
は
優
秀
賞
に
。

齊
藤
氏
は
11
月
の
東
京
で
行

わ
れ
る「
日
管
協
フ
ォ
ー
ラ
ム
」

に
も
出
席
、発
表
し
ま
す
。

発表する西田輝之氏（レンタックス）

　「来てよかった」「そこが知りたいポイントでした」「賃
貸経営の参考になりました」など、昨年同様の声が期待で
きる企画が順調に進んでいます。

ニ

ュ

ー

ス

・

短

信

●
＂
登
録
制
度
＂
微
増

　

加
入
促
進
へ・大
阪
府
支
部

　

大
阪
府
支
部
は
管
理
業
法
施

行
へ
の
原
点
と
し
て
位
置
づ
け
ら

れ
て
い
る「
賃
貸
住
宅
管
理
業

者
登
録
制
度
」加
入
へ
支
部
全

体
で
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。ま
ず

は
年
度
内
40
社
を
目
標
に
し
、セ

ミ
ナ
ー
な
ど
会
員
が
集
ま
る
時

に
必
ず
参
加
の
メ
リ
ッ
ト
を
説
明

し
微
増
な
が
ら
少
し
ず
つ
効
果

が
出
て
い
ま
す
。山
本
肇
支
部

長
は「
支
部
会
員
全
員
の
登
録
」

と
、機
会
毎
に
制
度
の
説
明
を
し

て
い
ま
す
。

　

貸
す
人
と
借
り
る
人
を
結
ぶ

登
録
制
度
。国
が
認
め
た〝
優
良

管
理
会
社
〟と
い
う
位
置
付
け
。

や
が
て
法
制
化
さ
れ
る
管
理
業

法
に
も
関
連
し
た
重
要
な
制
度

で
す
。本
部
か
ら
は
石
河
博
司

氏
も
機
会
ご
と
に
来
阪
し
て
協

力
し
て
い
ま
す
。

　

前
回
の
成
功
に
自
信
を
得

た
大
阪
府
支
部
は
、再
び
会
場

を
大
阪
南
港
の「
イ
ン
テ
ッ
ク
ス

大
阪
」と
し「
賃
貸
住
宅
フ
ェア

2
0
1
3
I
N
大
阪
」内
で
開

催
す
る
事
を
決
め
ま
し
た
。組

織・広
報
委
員
会
の
席
上
で
竹

中
力
事
務
局
長
よ
り「
ス
ペ
ー

ス
も
人
も
企
画
も
前
回
の
倍
の

ボ
リ
ュ
ー
ム
で
臨
み
ま
す
。6
本

の
セ
ミ
ナ
ー
を
予
定
。本
部
か

ら
三
好
修
会
長
も
来
場
、全
面

的
な
協
力
を
得
て
来
場

者
に
満
足
し
て
も
ら
え
る

内
容
に
し
た
い
」と
発
表
。

　
「
賃
貸
住
宅
フ
ェ
ア
」を
開

催
す
る
全
国
賃
貸
住
宅
新
聞

社
の
協
力
を
得
て
、入
居
者
延

べ
2
万
人
近
い
来
場
者
へ
日
管

協
と
大
阪
府
支
部
の
存
在
を

強
烈
に
ア
ピ
ー
ル
出
来
る
機
会

と
と
ら
え
て
い
ま
す
。

　

相
続
税
や
消
費
税
対
策

　

業
務
研
究・企
画
研
修
、組

織
・
広
報
の
各
委
員
会
と
レ

デ
ィ
ー
ス
部
会
が
中
心
に
な
り
、

来
場
者
と
の一体
化
、ラ
イ
ブ
感

覚
の
重
要
視
は
昨
年
同
様
で
す
。

　

内
容
は
2
日
間
主
に「
賃
貸

管
理
・
仲
介
会
社
向
け
セ
ミ

ナ
ー
」と
、「
不
動
産
ト
ラ
ブ
ル
対

策
セ
ミ
ナ
ー
」を
主
体
に
目
的
に

合
わ
せ
た
講
演
や
座
談
会
を
立

体
構
成
で
企
画
。こ
の
中
に
は
特

別
講
演
と
し
て（
公
財
）日
管
協

の
三
好
修
会
長
が「
激
動
の
賃
貸

市
場
に
お
け
る
プ
ロ
と
し
て
の
役

割
と
は
⋮
。選
ば
れ
る
賃
貸
不

動
産
業
者
と
25
年
度
の
日
管
協

の
活
動
方
針
」。ま
た
、本
部
の
飯

島
敏
樹
氏
や
日
管
協
総
研
の
長

井
和
夫
氏
も
加
わ
り
、近
代
化

す
る
管
理
業
界
と
重
要
な
役
割

を
果
た
す〝
登
録
制
度
〟の
進
捗

状
況
と
加
入
促
進
を
伝
え
ま
す
。

　

座
談
会
方
式
あ
り
、プ
ロ
ジ
ェ

ク
タ
ー
を
使
用
し
た
わ
か
り
や

す
い
各
事
例
発
表
、セ
ミ
ナ
ー
方

式
な
ど
多
種
多
様
な
方
法
が
用

い
ら
れ
ま
す
。一
方
通
行
で
は
な

く
、来
場
者
と
語
り
合
え
る
企

画
が
前
回
同
様
の
特
徴
で
す
。

 

２
日
間
の
テ
ー
マ
と
講
師 

　

10
日
▽「
不
動
産
ト
ラ
ブ
ル

対
策
セ
ミ
ナ
ー
」。弁
護
士
法

人 

淀
屋
橋・山
上
合
同
の
上
甲

悌
二
弁
護
士（
紛
争
、契
約
）▽

「
賃
貸
管
理・仲
介
会
社
向
け

セ
ミ
ナ
ー
」レ
デ
ィ
ー
ス
部
会
に

よ
る「
補
助
金
利
用
の
リ
ノ
ベ
ー

シ
ョ
ン
術
」▽
特
別
講
演
、（
公

財
）日
管
協
会
長・三
好
修
氏
に

よ
る「
日
管
協
の
活
動
方
針
」

　

11
日
▽「
最
新
ト
レ
ン
ド
セ

ミ
ナ
ー
」。日
管
協
、理
事
で
相

続
支
援
研
究
会
副
会
長
の
松

本
智
氏
に
よ
る「
相
続
ト
ラ
ブ

ル
対
策
」▽「
賃
貸
管
理・仲
介

会
社
向
け
セ
ミ
ナ
ー
」本
部
事

務
局
飯
島
敏
樹
氏
に
よ
る「
管

理
士
資
格
や
登
録
制
度
な
ど

に
つ
い
て
」▽
同
。座
談
会
形
式

で「
賃
貸
リ
ス
ク
の
対
処
方

法
」。そ
の
他
、弁
護
士
相
談
や

新
人
研
修
も
実
施
し
ま
す
。

　

会
場
ア
ク
セ
ス
は
大
阪
市
営

地
下
鉄
南
港
ポ
ー
ト
タ
ウ
ン
線

中
ふ
頭
駅
下
車
す
ぐ
。

日
管
協
大
阪
府
支
部

熱気溢れる会場（前回）

三好修会長から
活動方針が

国交省・大阪府 後援
大阪府支部 主催「オーナーセミナー2013」開催

満
員
の
来
場
者「
賃
貸
住
宅
フ
ェ
ア
」会
場

日
管
協 

三
好
修
会
長
が
特
別
講
演

「カラー」テーマの講演会
レディース部会　次はセミナー会場で

レ
ン
タ
ッ
ク
ス
と
宅
都
か
ら
2
名

工
夫
と
努
力
の

業
務
を
公
開

　

大
阪
府
支
部
か
ら
㈱
レ
ン
タ
ッ
ク
ス
の
西
田
輝
幸
氏
と
㈱
宅

都
の
齊
藤
一
成
氏
が
出
場
し
た
第
1
回
賃
貸
住
宅
管
理
業
務・成

果
発
表
大
会
。2
名
が
そ
れ
ぞ
れ
入
賞
し
、表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

齊
藤
氏
に
会
長
賞
、西
田
氏
も
入
賞

第1回
賃貸住宅管理業務・
成果発表大会

大阪府支部も参加

10月10日（木）～11日（金）「インテックス大阪」で

日管きんき〈2〉 大阪府支部



　

ベ
ン
チ
マ
ー
ク
委
員
会（
宮
野

純
委
員
長
）が
前
回
の
九
州
に
次

い
で
四
国
松
山
市
で
2
回
目
の
ベ

ン
チ
マ
ー
ク
を
実
施
し
ま
し
た
。

　

先
端
を
行
く
管
理
業
者
を
訪
ね
、

そ
の
仕
事
内
容
や
ト
ッ
プ
リ
ー
ダ
ー

の
考
え
を
知
り
、交
流
し
、何
か
を

得
よ
う
と
い
う
の
が
目
的
で
す
。

　

暑
さ
も
最
高
と
い
う
7
月
24
日

（
水
）と
25
日（
木
）、宮
野
純
委

員
長
や
太
田
卓
利
副
委
員
長
、

山
本
肇
大
阪
府
支
部
長
な
ど
約

20
名
が
参
加
。目
的
地
の
松
山

市
本
町
に
あ
る
㈱
三
福
管
理
セ

ン
タ
ー
を
訪
ね
ま
し
た
。

　
ベ
ン
チ
マ
ー
ク
の
理
由
は
同
セ
ン

タ
ー
が
業
界
で
も
話
題
を
集
め
て

い
る〝
入
居
率
98
％
維
持
〟で
す
。

そ
の
努
力
と
現
場
を
知
り
、代
表

取
締
役
の
永
井
俊
昭
氏
か
ら
話

を
聞
く
こ
と
で
し
た
。

　

第
1
日
目
は
松
山
市
内
の「
東

京
第
一
ホ
テ
ル
松
山
」で
の
セ
ミ

ナ
ー
。「
入
居
率
1
0
1
％

を
実
現
す
る
た
め
に
」と
い

う
テ
ー
マ
で
永
井
俊
昭
代

表
取
締
役
が
講
演
。顧
客

満
足
へ
は
幅
広
く
多
角
的

な
取
組
み
が
必
要
と
し
、そ

の一つ一つ
の
実
行
の
内
容
が

講
演
内
容
か
ら
伝
わ
って
き

ま
し
た
。つ
ま
り
ノ
ウ
ハ
ウ
の
公
開

で
す
。そ
の
後
は
懇
親
会
に
移
り

交
流
。2
日
間
じ
っ
く
り
と
ベ
ン
チ

マ
ー
ク
を
し
て
き
た
山
本
大
阪
府

支
部
長
は「
参
考
に
な
り
ま
し
た
。

幅
広
く
さ
ら
に
専
門
的
な
知
識
と

時
代
を
知
る
感
性
が
必
要
な
こ
と

を
実
感
。2
日
目
の
見
学
会
で
も

〝
コ
ン
セ
プ
ト
部
屋
〟な
ど
を
見
て

ユ
ー
ザ
ー
ニ
ー
ズ
に
し
っ
か
り
対
応

し
て
い
る
の
に
は
参
考
に
す
る
点
が

多
く
あ
り
ま
し
た
」。

　

永
井
社
長
が
言
う「
常
に
高
い

入
居
率
の
維
持
は
独
自
の
ノ
ウ
ハ

ウ
が
積
み
重
な
っ
た
結
果
で
す
」

の
説
明
ど
お
り
、公
開
さ
れ
た
具

体
策
や
実
例
は
大
い
に
参
考
に
な

る
も
の
で
し
た
。

　

2
日
目
の
物
件
見
学
で
コ
ン
セ

プ
ト
部
屋
、ア
ク
セ
ン
ト
部
屋
な

ど
、工
夫
の
あ
る
部
屋
を
見
学
。

2
日
間
じ
っ
く
り
と
ベ
ン
チ
マ
ー
ク

を
し
、午
後
解
散
し
ま
し
た
。

　

10
月
1
日
に
実
施
さ
れ
る

調
査
は
、住
宅
及
び
住
宅
以
外

で
人
が
居
住
す
る
建
物
に
関

す
る
実
態
並
び
に
住
環
境
や

現
住
居
以
外
の
住
宅
及
び
土

地
の
保
有
状
況
そ
の
他
の
住

宅
等
に
居
住
し
て
い
る
世
帯
の

実
態
を
調
べ
、現
状
と
推
移
を

明
ら
か
に
す
る
も
の
で
す
。昭

和
23
年
以
来
5
年
ご
と
に
行

「
平
成
25
年
住
宅
・
土
地
統
計
調
査
」
10
月
1
日
実
施

●　
　

 

﹁
住
生
活
基
本
計
画
﹂
な
ど
に
利
用　

大
阪
府
か
ら
支
部
へ
協
力
要
請 　
　
●

わ
れ
、今
回
は
14
回
目
。こ
の

結
果
は
、国
や
地
方
公
共
団
体

の「
住
生
活
基
本
計
画
」の
成

果
指
標
の
設
定
、耐
震
や
防
災

を
中
心
と
し
た
都
市
計
画
の

策
定
、空
家
対
策
条
例
の
制
定

な
ど
に
幅
広
く
利
用
さ
れ
ま

す
。こ
の
調
査
の
実
施
に
つ
い
て

昨
今
に
お
け
る
賃
貸
住
宅
へ
の

立
入
り
の
困
難
さ
が
予
測
さ

れ
る
た
め
、日
管
協
へ
国
交
省

と
総
務
省
か
ら
協
力
の
要
請

が
あ
り
ま
し
た
。居
住
環
境

を
熟
知
す
る
管
理
会
社
への
協

力
を
求
め
た
も
の
で
す
。大
阪

府
支
部
、ま
た
京
都
府
支
部
な

ど
も
調
査
の
円
滑
化
へ
主
旨
の

説
明
や
調
査
員
の
仕
事
が
ス

ム
ー
ズ
に
運
べ
る
よ
う
会
員
に

協
力
へ
の
徹
底
周
知
を
図
り

ま
す
。

　

8
月
に
始
ま
っ
た
調
査
活

動
。10
月
下
旬
に
は
こ
れ
ら
の

調
査
が
完
了
し
ま
す
。

　

や
が
て
は
住
宅
や
土
地
の
所

有
関
係
や
、我
々
に
密
接
な
空

室
率
な
ど
も
判
明
す
る
重
要

な
国
の
住
宅
施
策
と
も
な
る

調
査
で
す
。日
管
協
全
会
員

企
業
が
協
力
し
ま
す
。

工夫のある部屋を見学

　

大
阪
府
支
部
の
組
織・広
報

委
員
会
が
こ
の
ほ
ど
新
委
員
長

を
決
め
る
と
共
に
今
後
の
活
動

方
針
を〝
会
員
増
加
〟と〝
活
性

化
〟に
決
め
ま
し
た
。具
体
的
に

は
13
年
度
内
に
新
規
入
会
15

社
以
上
と
設
定
。同
委
員
会
が

中
心
に
な
り
①
賃
貸
住
宅
フ
ェ

ア
内
で
行
わ
れ
る「
オ
ー
ナ
ー

セ
ミ
ナ
ー
」会
場
で
の
P
R
の

徹
底
②
各
種
パ
ン
フ
レッ
ト
の
作

成
と
D
M
作
戦
③
会
員
以
外

も
対
象
と
な
る
セ
ミ
ナ
ー
会
場

で
交
流
と
資
料
の
手
渡
し
④

賃
貸
不
動
産
経
営
管
理
士
や

相
続
支
援
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
の

存
在
や
本
部
作
成
の
資
料
の
紹

介
な
ど
、

入
会
を

促
進
す

る
た
め

へ
あ
ら

ゆ
る
手

入居率98％維持のノウハウは
セミナー参加と注目物件見学

ホ
ッ
ト
n
e
w
s

■セー
フ
テ
ィ
ネ
ッ
ト
確
保
促
進

活
性
化
フ
ォ
ー
ラ
ム
開
く

　

大
阪
府
ま
ち
づ
く
り
部
居
住

企
画
課
が
先
頭
に
立
って
の「
活

性
化
フ
ォ
ー
ラ
ム
」で
す
。特
定

の
工
事
に
お
い
て
、改
修
工
事
費

用
の
1
/
3（
空
家
戸
数
×

1
0
0
万
円
を
限
度
）の
費
用

が
、国
交
省
よ
り
補
助
さ
れ
る

も
の
。大
阪
府
で
は
国
交
省
と

連
携
し
、空
家
の
多
い
民
間
賃

貸
住
宅
の
リ
フ
ォ
ー
ム
を
支
援

法
で
臨
み
ま
す
。

　

な
お
当
日
は
、従
来
組
織
委

員
長
だ
っ
た
石
井
加
津
彦
氏

（
Ａ
Ｉ
Ｕ
損
害
保
険
）が
移
動
の

た
め
犬
伏
健
次
氏（
日
住
サ
ー

ビ
ス
）が
委
員
長
に
正
式
に
推

さ
れ
ま
し
た
。副
委
員
長
に
は

濱
部
浩
樹
氏（
積
和
不
動
産

関
西
）と
服
部
信
尚
氏（
Ａ
Ｉ

Ｕ
損
害
保
険
）、書
記
に
は
宮

大
阪
府
支
部　

組
織・広
報
委
が
方
針

犬
伏
委
員
長 

新
入
会
員
ま
ず
15
社
以
上
目
標

第2回は四国松山市へ ベンチマーク

㈱三福管理センターを訪ねる

参
加
者
ら
が
交
流
、懇
親
会
や
見
学
会暑い中を何か所も見学する一行

入会促進への議論

西
安
宏
氏（
ア
ー
バ
ン
ラ
イ
フ

住
宅
販
売
）が
就
任
。

　

当
日
は
竹
中
力
事
務
局
長

も
出
席
し
て
、支
部
全
体
で
さ

ら
な
る
活
性
化
と
入
会
を
促

進
す
る
た
め
、入
会
へ
の
好
機

と
し
て「
賃
貸
住
宅
フ
ェア
」会

場
内
で
の
マ
ス
コ
ミ
対
策
な
ど

幅
広
い
活
動
を
決
め
ま
し
た
。

委
員
会
で
は
、入
会
促
進
の
手

法
と
し
て
紹
介
リ
ス
ト
や
ア

タ
ッ
ク
リ
ス
ト
の
作
成
な
ど
具

体
的
方
法
を
検
討
し
ま
し
た
。

　全国350万住戸を対象にした
調査を行う総務省。このほど大
阪府総務部を通じて日管協大阪
府支部へ調査の円滑化を図るた
めの協力依頼がありました。

す
る
と
と
も
に
、リ
フ
ォ
ー
ム
し

た
住
宅
を
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
等
で

公
表
し
、高
齢
者
や
障
害
者
な

ど
が
安
心
し
て
住
ま
い
を
確
保

出
来
る
事
業
を
実
施
中
で
す
。

同
事
業
の
、対
象
住
宅
は
1
戸

以
上
の
空
家（
改
修
工
事
着
工

時
点
で
入
居
者
募
集
か
ら
3
か

月
以
上
人
が
居
住
し
て
い
な
い

も
の
）。（
戸
建
て・共
同
住
宅
は

問
わ
な
い
）こ
れ
ら
に
関
す
る
問

い
合
わ
せ
は
０
６︲６
９
４
１︲０

３
５
１（
内
線
３
０
３
２
）へ
。

原状回復に関する相談窓口

大阪府住宅相談室
【TEL】06-6942-3854
【相談場所】大阪市中央区大手前3-2-12 
大阪府庁別館1階

【受付時間】9：00～12：00、13：00～17：30
【休業日】土・日曜、祝日、年末年始
大阪市立住まい情報センター

【TEL】06-6242-1177（相談専用）
【相談場所】大阪市北区天神橋6-4-20
住まい情報センター4階住情報プラザ

【受付時間】（月・水～土）9：00～19：00
（日・祝日）10：00～17：00
【休業日】火曜、祝日の翌日、年末年始
大阪府消費生活センター

【TEL】06-6616-0888
【相談場所】大阪市住之江区南港北
2-1-10 ATC ITM棟3階

【受付時間】9：00～17：00
【休業日】土・日曜、祝日、年末年始

日管協各社・全面協力

日管きんき〈3〉大阪府支部

（公財）日管協  預り金保証制度（322社加入※）は、
賃貸住宅管理の健全経営をサポートします。

日管協 預り金保証制度 加入会社一覧表（近畿）

滋賀

京都

大阪

大阪

兵庫

和歌山

（株）エルアイシー
（株）レック
（株）狩野コーポレーション
（株）京都住宅センター学生住宅
京都パナホーム（株）
（株）京都ライフ
共同管理（株）
（株）建都
（株）長栄
ディランド山京リース（株）
（株）フラットエージェンシー
（株）都ハウジング
（株）アズ・スタット
アパルトマン（株）
（株）エステートトーワ
大阪セキスイハイム不動産（株）
（株）関西建設
近畿ハウジング（株）
（株）サンプロシード

（株）住宅サービス
（株）すまいる管理
生和不動産保証（株）
積和不動産関西（株）
（株）タイセイシュアーサービス
（株）宅都
（有）トラスティーサービス
（株）トラストエージェント
平山住研（株）
（株）ベストホーム
（株）マツヤマスマイルホーム
（株）三島コーポレーション
ユニヴ・ライフ（株）
（株）レンタックス
セーヨー産業（株）
（株）ハウスプロメイン
（株）マルサライフサービス
（株）ホームズ
レンタルハウス（株）

管理業者登録制度開始！ 賃貸住宅管理業者はさらに財務の健全性が求められる時代に突入します！

預り金保証制度加入時のみならず、毎年第三者機関である
保証制度審査会が決算書等を厳しく審査するため、
当制度に加入していることは管理会社の
「経営の健全性」を判断する指標となります。

（公財）日管協 預り金保証制度は、オーナーの皆様の賃貸住宅を管理する管理会社が加入する制度です。

アパート・マンションの

オーナーの
皆様へ

国土交通省「賃貸住宅管理業者登録制度」における敷金の保管に関し、「預り金保証制度」に加入する方法等が、指針の一つとして示されています。

〒104-0028 東京都中央区八重洲2-1-5 東京駅前ビル8階    TEL 03-6265-1555    FAX 03-6265-1556    http://www.jpm.jp/    E-mail  info@jpm.jp

※平成25年4月1日現在

賃貸住宅管理の健全経営をサポ賃貸住宅管理の健全経営をサポ

預り金保証制度加入時のみならず、毎年第三者機関である預り金保証制度加入時のみならず、毎年第三者機関である
保証制度審査会が決算書等を厳しく審査するため、保証制度審査会が決算書等を厳しく審査するため、
当制度に加入していることは管理会社の当制度に加入していることは管理会社の
「経営の健全性」を判断する指標となります。「経営の健全性」を判断する指標となります。

（公財）日管協 預り金保証制度は、オ（公財）日管協 預り金保証制度は、オ

皆様へ

本制度は
国の補助事業

です

●土地有効活用 ●賃貸住宅管理
●仲介全般　　 ●リフォーム事業

株式会社 関西建設
大阪府知事（１１）第１４２５８号

〒541-0058 大阪市中央区南久宝寺町1丁目6番5号
Tel.06-6266-6060 Fax.06-6266-6002

賃貸住宅経営の
ベストパートナー
〈豊かさを提案します〉

経営理念
一、私達はお客様を第一として、信頼・安
心・喜びを与えます

一、私達はお客様の資産の有効活用と
都市再生に貢献致します

一、私達は感謝と喜びを持って幸せと生
きがいのある会社を作ります



京都府支部

京
都
府
支
部
が

開
催
し
た「
第

1
回
賃
貸
住
宅

管
理
業
務
・
成

果
発
表
大
会
」

の
予
選
会
が
本

番
を
控
え
た
6

月
21
日（
金
）の

午
後
、京
都
市

内
の「
キ
ャ
ン
パ
ス

プ
ラ
ザ
京
都
」で

行
わ
れ
ま
し
た
。

各
社
は
日
頃
か

ら
管
理
業
務
の

向
上
を
図
り
、

社
員
は
日
々
の

努
力
を
積
み
上

げ
て
き
ま
し
た
。

今
回
の
近
畿
ブ

ロ
ッ
ク
主
催
の〝
成
果
発
表
大

会
〟に
備
え
る
各
社
の
意
気
込

み
も
熱
い
も
の
が
あ
り
ま
し
た
。

　

青
年
部
会
と
レ
デ
ィ
ー
ス
部

会
が
催
し
た
予
選
会
の
参
加

企
業
は
4
社（
別
項
参
照
）で

優
秀
賞
は
奥
野
雅
裕
氏
と
野

村
麻
祐
美
さ
ん
に
決
定
。会
場

に
は
近
畿
ブ
ロ
ッ
ク
長
の
長
田

修
氏
な
ど
、各
社
の
社
員
が
出

席
。終
始
、場
内
は
緊
張
感
に

包
ま
れ
ま
し
た
。

　

会
の
は
じ
め
に
吉
田
光
一
支

部
長
が「
大
手
に
負
け
ぬ
よ
う
、

消
費
者
を
賢
く
リ
ー
ド
し
て
い

き
ま
し
ょ
う
。今
回
の
業
務
成

果
の
発
表
は
、本
番
で
も
勝
利

し
て
ほ
し
い
」と
挨
拶
。最
初

に
登
場
し
た
㈱
エ
リ
ッ
ツ
の
野

間
篤
氏
は
競
争
力
を
付
け
る

魅
力
的
な
モ
デ
ル
ル
ー
ム
の
設

置
例
を
。次
が
㈱
学
生
ハ
ウ
ジ

ン
グ
の
野
村
麻
祐
美
さ
ん
。三

番
手
に
㈱
長
栄
の
奥
野
雅
裕

氏
、最
後
に
㈱
フ
ラ
ッ
ト
エ
ー

ジ
ェン
シ
ー
の
吉
田
創
一
氏
と
田

原
陽
子
相
談
役
が
登
場
し
て
、

各
社
20
分
の
持
ち
時
間
で
業

務
へ
の
工
夫
を
プ
ロ
ジ
ェ
ク
タ
ー

を
使
っ
て
説
明
。最
後
に
参
加

者
全
員
に
よ
る
投
票
で
入
賞

者
が
決
ま
り
ま
し
た
。こ
の
催

し
は
人
材
育
成
と
業
務
の
向

上
に
つ
な
が
る
も
の
と
し
て
今

後
も
続
け
ま
す
。各
社
の
発

表
者
と
テ
ー
マ
は
次
の
と
お
り
。

♦
株
式
会
社 

エ
リ
ッ
ツ
建
物

管
理

　

管
理
開
発
部　

野
間　

篤
氏

　
「
空
室
物
件
再
生
プ
ロ
グ
ラ

ム
に
よ
る
入
居
率
U
P
成

果
事
例
」

♦
株
式
会
社 

学
生
ハ
ウ
ジ
ン
グ

　

同
志
社
今
出
川
店

　

営
業　

野
村
麻
祐
美
氏

　
「
入
居
率
U
P
への
ア
ク
シ
ョン
」

♦
株
式
会
社 

長
栄

　

管
理
本
部　

奥
野
雅
裕
氏

　
「
S
D
M
R
P（
ス
チ
ュ
ー
デ

ン
ト・デ
ザ
イ
ナ
ー
に
よ
る
マ

ン
シ
ョン
リ
フ
ォ
ー
ム
プ
ロ
ジェ

ク
ト
）に
つい
て
」

♦
株
式
会
社 

フ
ラ
ッ
ト
エ
ー

ジェン
シ
ー

　

取
締
役　

吉
田
創
一
氏　

相
談
役　

田
原
陽
子

氏
　
「
地
主
、

家
主
と
取

り
組
ん
だ

ま
ち
づ
く

り
と
良
質

な
ス
ト
ッ
ク

の
形
成
」

入賞の奥野雅裕氏に吉田支部長より賞状が

　

今
回
の
会
場
は「
京
都
ロ
イ
ヤ
ル

ホ
テ
ル・ス
パ
」の
特
別
ホ
ー
ル
で
す
。

従
来
、京
都
府
支
部
で
は
イ
ベ
ン
ト

開
催
に
は
交
通
便
の
よ
い
、都
市
中

心
部
の
会
場
を
選
ん
で
き
ま
し
た
。

同
ホ
テ
ル
は
河
原
町
通
に
面
し
た
ア

ク
セ
ス
に
優
れ
た
場
所
で
す
。

　

日
管
協
本
部
で
は
開
催
10
年
目

を
迎
え
、昨
年
の
来
場
者
数
を
上

回
る
こ
と
を
期
待
し
て
い
ま
す
。今

回
の
セ
ミ
ナ
ー
で
冒
頭
、ビ
デ
オ
収

録
し
た「
国
交
大
臣
の
挨
拶
」を
各

会
場
で
流
し
、国
、各
自
治
体
、賃

貸
管
理
業
界
の一
体
感
を
強
調
。入

居
環
境
の
向
上
と
オ
ー
ナ
ー
の
健

全
経
営
を
応
援
出
来
る
対
策
を

テ
ー
マ
に
し
ま
す
。

相
続
対
策
や
高
齢
者
の
住
み
替
え

　

セ
ミ
ナ
ー
開
催
の
ト
ッ
プ
は
京
都

府
支
部
吉
田
光
一
支
部
長
が
日
管

協
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
刻
々
と
変

化
す
る
市
場
と
近
代
化
へ
向
う
組

織
の
現
況
と
方
向
を
伝
え
ま
す
。

　

中
心
は
オ
ー
ナ
ー
の
期
待
が
大

き
い
テ
ー
マ「
あ
な
た
の
資
産
を
守

る
新
時
代
の
対
策
」を
税
理
士
の

大
江
孝
明
氏
が
講
演
し
ま
す
。ど

う
す
れ
ば
有
利
な
相
続
・
贈
与
が

可
能
な
の
か
を
く
わ
し
く
解
説
し

て
く
れ
ま
す
。

　

中
間
の
講
演
は
京
都
市
居
住
支

援
協
議
会
が
す
す
め
る
高
齢
者
の

賃
貸
住
宅
入
居
サ
ポ
ー
ト
で
実
施

し
て
い
る「
京
都
市
す
こ
や
か
住
宅

ネ
ッ
ト
」の
活
性
に
向
け
て
京
都
市

の
住
宅
政
策
課
、萩
崎
哲
郎
課
長

補
佐
が
情
報
提
供
や
登
録
、発
信

な
ど
の
取
り
組
み
を
説
明
し
ま
す
。

京
都
府
支
部
も
参
加
協
力
し
て
い

る
高
齢
者
住
宅
入
居
対
策
で
す
。

▼
後
援
＝
国
土
交
通
省
、京
都
府
、

京
都
市
、（
公
財
）全
国
賃
貸
住
宅

経
営
者
協
会
連
合
会
、京
都
中
央

支
部
。

 
講
演
テ
ー
マ
と
講
師 

　

①「
大
き
く
変
わ
る
賃
貸
市
場

と
協
会
の
最
新
ト
ピ
ッ
ク
ス
」＝
日

管
協
京
都
府
支
部
吉
田
光
一
支
部

長
。

　

②「
京
都
市
す
こ
や
か
住
宅
ネ
ッ

ト
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
〜
高
齢
者

が
望
む
住
み
替
え
に
向
け
て
」＝

京
都
市
都
市
計
画
局
住
宅
室
住
宅

政
策
課
、課
長
補
佐
、萩
崎
哲
郎
氏
。

　

③「
大
増
税
時
代
を
乗
り
切
る

相
続
対
策
の
ス
ス
メ
」＝
税
理
士
法

人
京
都
経
営
代
表
、大
江
孝
明
氏
。

オーナーセミナー
2 0 1 3
京都府支部主催

〝成果大会〟への道青年部会 　　
レディース部会 共催

4社の代表が揃って挨拶

会場は各社の社員が応援に

予選会で挨拶する近畿ブロック長の長田修氏

長
栄
と
学
生
ハ
ウ
ジ
ン
グ
か
ら
代
表
が

予
選
会
で
4
社
が
業
務
努
力
の
成
果
発
表

日
管
協

京
都
府
支
部
活
動
報
告

大
会
本
番
で
2
名
入
賞

局
長
賞
に
奥
野
雅
裕
氏

審
査
委
員
長
賞
に
野
村
氏　

 

　

大
会
本
番
で
、成
果
大
会
の

予
選
会
に
出
場
し
た
㈱
長
栄

の
奥
野
雅
裕
氏
と
㈱
学
生
ハ
ウ

ジ
ン
グ
の
野
村
麻
祐
美
氏
が
表

彰
さ
れ
ま
し
た
。（
1
面
参
照
）

支
部
全
体
で
イ
ベ
ン
ト
に
協
力

　

日
管
協
近
畿
ブ
ロ
ッ
ク
初
の

本
格
的
な
イ
ベ
ン
ト〝
成
果
発

表
大
会
〟を
行
う
に
当
た
っ
て

リ
ー
ド
役
と
な
っ
た
京
都
府
支

部
の
今
夏
は
大
忙
し
の
日
々
で

し
た
。次
へ
と
つ
な
ぐ
催
し
だ

け
に
成
功
へ
は
念
に
は
念
を
入

れ
て
と
。支
部
長
を
は
じ
め
、

青
年
・レ
デ
ィ
ー
ス
部
会
を
主

に
万
全
体
制
で
大
会
の
開
催

場
所
と
な
る「
テ
ル
サ
京
都
」

で
打
ち

合
わ
せ

を
行
い

ま
し
た
。

各
支
部

の
担
当

者
も
加

わ
っ
て
来
賓
の
確
認
か
ら
審
査

委
員
長
の
公
表
、ま
た
各
支
部

の
成
果
発
表
の
順
番
決
定
、成

績
発
表・表
彰
の
内
容
な
ど
に

つ
い
て
打
ち
合
わ
せ
ま
し
た
。

他
支
部
の
発
表
内
容
が
気
に

な
っ
た
参
加
者
で
し
た
が
、判

明
し
て
い
る
支
部
は
そ
れ
ぞ
れ

に
テ
ー
マ
を
公
表
し
ま
し
た
。

　

会
場
と
な
っ
た「
京
都
テ
ル

サ
」の
セ
ミ
ナ
ー
ル
ー
ム
を
見
学
、

机
の
配
置
や
イ
ン
ジェク
タ
ー
の

位
置
な
ど
を
確
認
。こ
の
場
所

を
選
ん
だ
の
も
京
都
府
支
部
。

本
格
的
な
設
備
の
あ
る
会
場
を

効
果
的
に
使
って
イ
ベン
ト
を
盛

り
上
げ
よ
う
と
頑
張
り
結
果
も

出
て
よ
い
経
験
と
な
り
ま
し
た
。

目
標
会
員
は
65
社

部
会
活
動
で
入
会
の
機
会
づ
く
り

　

目
標
会
員
数
65
社
を
目
指

す
京
都
府
支
部
。部
会
活
動
の

活
発
化
、ま
た
、地
元
自
治
体

や
大
学
、各
組
織
・
団
体
と
友

好
的
な
交
流
を
し
つつ
目
標
達

成
へ
、ま
ず
は
大
台
の
50
社
台

か
ら
飛
躍
し
て
60
社
台
の
実
現

に
全
支
部
で
取
り
組
み
中
で
す
。

検
索
サ
イ
ト
も
活
動

期
待
の
「
ハ
ウ
ス
ナ
ビ
」　

 

　

今
年
度
の
京
都
府
支
部
の

部
会
は
①
組
織
・
研
修
②
法

務
・
相
談
③
制
度
・
保
証
④
広

報
・
情
報
⑤
事
業
企
画
・
業
務

支
援
⑥
青
年
⑦
レ
デ
ィ
ー
ス
な

ど
が
独
自
の
活
動
を
行
っ
て
い

ま
す
。イ
ベ
ン
ト
開
催
時
に

ブ
ー
ス
を
設
け
て
、副
支
部
長

の
大
路
博
司
氏
が
相
談
に
応

じ
た
り
、広
報
・
情
報
部
会
長

の
櫻
井
啓
孝
氏
は
ネ
ッ
ト
に
よ

る
情
報
発
信
や
会
員
勧
誘
の
パ

ン
フ
作
成
、ま
た
、地
元
の（
公

財
）京
都
市
国
際
交
流
協
会

と
共
催
の
住
居
検
索
サ
イ
ト

「
ハ
ウ
ス
ナ
ビ
」の
活
性
化
。青

年
、レ
デ
ィ
ー
ス
部
会
は
岡
嶋

緑
氏
を
中
心
に〝
成
果
発
表

大
会
〟の
予
選
会
か
ら
本
番
ま

で
を
主
導
し
て
き
ま
し
た
。

打ち合わせ会で会場を見学

官民で
入居環境向上へ

会場はいつも満員です

10月23日（水）PM1～5開催

会
場
は﹁
京
都
ロ
イ
ヤ
ル
ホ
テ
ル
・
ス
パ
﹂

日管きんき〈4〉 京都府支部



京都府支部

視点
法の （54）

公益財団法人
日本賃貸住宅管理協会
京都府支部顧問弁護士　田中　伸

雨漏りの場合の権利・義務
雨漏りが生じた場合の法律関係はどうなるのでしょうか。
例えば、テナントに貸している倉庫について、夕立ちで倉庫
に雨漏りが発生して賃借人の商品一部が雨水で汚損した
場合を考えてみます。
賃借人は、雨漏りによって使用できなかった賃借倉庫部分

については、民法611条1項により、賃借部分の一部滅失とし
て、その使用できなかった期間分、使用できなくなった割合に
応じて賃料減額請求ができます。建物の一時的な機能不全も、
この条文の賃借部分の一部滅失にあたると考えられます。
また、賃借人は賃貸人に対して民法601条の賃貸人の使
用収益させる義務違反を理由として、雨水によって汚損した
商品の損害賠償請求ができます。この場合、賃借人は雨水に
よって倉庫内の商品が汚損したこと、また、その商品の時価相
当額の損害が発生したことを主張・立証しなければなりません。
もともと、民法上、修繕義務・使用収益をさせる義務は賃貸
人にあるのであり、賃貸人としては、賃貸物件において雨漏り
がしないように日頃から注意しておかなければなりません。

国
際
交
流
が
業
績
向
上
を
呼
ぶ

京
都
が
リ
ー
ド
す
る
外
国
人
雇
用

京都で行われた研究会での店舗見学

11
月
に
東
京
で﹁
日
管
協
フ
ォ
ー
ラ
ム
2
0
1
3
﹂開
催

　

不
動
産
業
界
は
ま
す
ま
す
専

門
・
高
度
化
し
、人
材
育
成
の
差

が
業
績
を
大
き
く
左
右
す
る
時

代
。日
管
協
も
こ
の
流
れ
を
予
測

し
、本
部
、全
国
各
支
部
と
も
に

研
修
や
セ
ミ
ナ
ー
が
絶
え
ま
せ

ん
。今
回
は
研
修
の
成
果
を
発
表

す
る
フ
ォ
ー
ラ
ム
開
催
で
す
。

ま
す
。本
部
に
設
置
さ
れ
て
い

る
10
委
員
会
や
各
支
部
が
独
自

で
実
施
し
た
業
務
の
成
果
を
発

表
す
る
も
の
で
、一
見
し
て
ど
の

テ
ー
マ
も
注
目
さ
れ
る
も

の
が
出
揃
い
ま
し
た
。近

畿
ブ
ロッ
ク
の
長
田
ブ
ロッ

ク
長
が
会
長
の「
賃
貸
管

理
研
究
会
」も
業
務
の

確
立
を
主
に
発
表
が
行

わ
れ
る
予
定
で
す
。

　

近
畿
ブ
ロッ
ク
が
今
夏
、京
都

で
行
っ
た「
賃
貸
住
宅
管
理
業

務・成
果
発
表
大
会
」の
グ
ラ
ン

プ
リ
受
賞
テ
ー
マ
も
会
場
で
披

露
さ
れ
ま
す
。

　

予
想
さ
れ
る
主
な
セ
ミ
ナ
ー

　
（
公
財
）日
本
賃
貸
住
宅
管

理
協
会
が
11
月
7
日
に「
第
1

回
日
管
協
フ
ォ
ー
ラ
ム

2
0
1
3
」を
東
京
で
開
催
し

近畿ブロックの活動も紹介

近
畿
ブ
ロ
ッ
ク
も
参
加＂
成
果
＂を
発
表

見逃せない
テーマが集中

内
容
は
国
際
交
流
委
員
会
に

よ
る「
外
国
人
向
け
賃
貸
住
宅

の
管
理
と
コ
ツ
」、高
齢
者
住
宅

研
究
会
の「
高
齢
者
住
宅
市

場・大
競
争
時
代
到
来
と
参
入

に
つい
て
」。相
続
支
援
研
究
会

の「
相
続
支
援
で
オ
ー
ナ
ー
を

囲
み
込
む
」の
ノ
ウ
ハ
ウ
公
開

な
ど
、ど
の
発
表
項
目
を
見
て

も「
こ
れ
は
是
非
知
っ
て
お
き

た
い
」と
言
え
る
も
の
ば
か
り

で
す
。

　

開
催
会
場
は
日
本
教
育
会

館（
東
京
都
千
代
田
区
一ツ
橋

2
―
6
―
2
）で
午
前
11
時
か

ら
。交
通
便
は
地
下
鉄
神
保

町
駅
歩
7
分
で
す
。

　

フ
ォ
ー
ラ
ム
へ
の
参
加
費
は
一

　

学
生
の
街
京
都
は
今
後
も
留

学
生
の
増
加
が
予
測
さ
れ
、こ
れ

を
エ
リ
ア
全
体
で
受
け
止
め
よ

う
と
、官
民
が
一
体
と
な
っ
て
住

宅
提
供
か
ら
就
職
、さ
ら
に
日

常
生
活
を
快
適
に
過
ご
せ
る
た

め
の
居
住
支
援
を
行
って
い
ま
す
。

　

京
都
の
管
理
会
社
の
多
く
が

地下鉄今出川駅と同志社キャン
パスを結ぶ一帯では留学生を多
く見られます

外
国
人
留
学
生
、卒
業
生
を
社

員
と
し
て
迎
え
、業
績
ア
ッ
プ
に

つ
な
げ
て
い
ま
す
。

　

日
管
協
本
部
で
も
各
都
市
に

お
け
る
留
学
生
増
加
の
傾
向
を

と
ら
え
、企
業
側
と
の
マッ
チ
ン

グ
を
図
る
た
め
の「
留
学
生
イ
ン

タ
ー
シ
ッ
プ
制
度
」を
発
足
。今

年
も
雇
用
体
験
制
度
に
よ
る
研

修
を
実
施
。今
年
で
4
回
目
と

な
る
同
制
度
は
企
業
と
留
学
生

が
一
定
期
間
中
に
研
修
な
ど
を

受
け
て
就
業
へ
の
可
能
性
を
試

す
も
の
で
す
。外
国
人
の
雇
用

に
よ
る
効
果
も
出
て
お
り
、今

年
も
10
月
に
終
了
。引
き
続
き

来
年
も
継
続
し
ま
す
。

　

京
都
で
は
大
学
の
街
と
し
て

留
学
生
の
受
入
れ
が
増
加
し
て

い
ま
す
が
、や
が
て
全
国
へ
と
波

及
し
て
い
き
そ
う
で
す
。

　

日
管
協
の
近
畿
ブ
ロ
ッ
ク
長

で
理
事
で
あ
る
長
田
修
氏
が

会
長
と
し
て
就
任
し
て
い
る

「
賃
貸
管
理
研
究
会
」が
当
分

忙
し
く
な
り
そ
う
で
す
。三
好

修
会
長
が
強
力
に
す
す
め
る

日
管
協
ビ
ジ
ョン
。そ
の
中
で
設

け
ら
れ
た「
専
門
的
な
管
理
業

法
制
化
へ
向
け
業
務
内
容
の
確
立

賃
貸
管
理
研
、今
秋
の
フ
ォ
ー
ラ
ム
で
発
表

務
の
確
立
」。こ
れ
は
管
理
業

の
法
制
化
へ
向
け
て
急
ぐ
も
の

で
す
。同
研
究
会
で
は
登
録
業

者
と
し
て
あ
る
べ
き
姿
を
さ
ら

に
明
確
化
。業
務
と
報
酬
の
目

安
を
示
す
な
ど
賃
貸
市
場
の

整
備
を
図
る
と
と
も
に
管
理

業
務
に
従
事
す
る
者
へ
の
自
信

へ
の
追
い
風
と
な
る
効
果
も
期

待
さ
れ
ま
す
。

　

立
ち
上
が
っ
た
ば
か
り
の
研

究
会
だ
が
、全
国
規
模
で
研
修

や
意
見
交
換
会
、見
学
会
な
ど

を
続
行
。今
秋
、東
京
で
行
わ

れ
る
フ
ォ
ー
ラ
ム
で
も
、同
研
究

会
か
ら
活
動
の
経
過
が
発
表

さ
れ
る
予
定
で
す
。

大
規
模
入
居
者
サ
ー
ビ
ス

太
秦
映
画
村
で﹁
夏
祭
り
﹂

　
入
居
者
サ
ー
ビ
ス
は
業
界
共

通
の
関
心
事
で
す
。そ
ん
な
中
、

㈱
長
栄（
長
田
修
社
長
）が
8
月

17
、18
日
の
両
日
、京
都
市
右
京

区
の「
東
映
太
秦
映
画
村
」で
入

居
者
サ
ー
ビ
ス
イ
ベ
ン
ト「
長
栄

ベ
ル
ヴ
ィ
夏
祭
り
」を
開
催
。2

日
間
で
約
6
千
人
が
来
場
す
る

大
イ
ベン
ト
に
な
り
ま
し
た
。

　
2
日
間
に
わ
た
り
、午
後
6

時
半
か
ら
9
時
ま
で
映
画
村

を
借
り
切
り
、事
前
に
同
社
が

管
理
す
る
約
2
万
軒
に
無
料

招
待
券（
1
枚
で
4
人
入
場

可
）を
配
布
す
る
と
い
う
大
が

か
り
な
も
の
。

　
映
画
村
内
の
お
化
け
屋
敷

や
忍
者
屋
敷
、仮
面
ラ
イ
ダ
ー

シ
ョ
ー
な
ど
の
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン

も
す
べ
て
無
料
。子
供
た
ち
は

大
ハ
シ
ャ
ギ
で
し
た
。同
社
は
入

居
者
サ
ー
ビ
ス
の
た
め
に「
ベ
ル

ヴ
ィ
ク
ラ
ブ
」を
組
織
し
て
お

り
、そ
の一
環

と
し
て
開
催

し
ま
し
た
。

好
評
の
結
果
、

来
年
以
降
も

継
続
開
催
の

予
定
で
す
。

 トピックス 

ニ
ュ
ー
ス
ト
レ
ン
ド

国
の
住
宅・土
地
統
計
調
査

京
都
府
支
部
へ
も
協
力
依
頼

　

今
年
10
月
1
日
に
実
施
の
国

の
調
査
に
つい
て
京
都
府
支
部
へ

も
こ
の
ほ
ど
京
都
府
政
策
企
画

部
長
名
で
協
力
の
依
頼
が
あ
り

ま
し
た
。す
で
に
総
務
省
、国
交

省
か
ら
日
管
協
本
部
へ
正
式
な

要
請
が
あ
り
、日
管
協
が
そ
れ

を
受
け
、全
国
規
模
で
協
力
を

実
施
中
で
す
。

　

住
民・土
地
の
基
礎
資
料
と

な
り
、防
災
は
じ
め
、空
き
家
対

策
に
も
貴
重
な
資
料
と
な
る
も

の
で
す
。調
査
、回
収
が
順
調
に

い
く
よ
う
に
日
管
協
各
支
部
の

協
力
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

（
関
連
記
事
、1
面
と
3
面
）。

社
3
千
円
で
3
名
ま
で
入
場

可
能
。会
員
外
は
5
千
円
。申

込
み
は
日
管
協
本
部
事
務
局

へ
F
A
X
で（
０
３
＝
６
２
６
５

＝
１
５
５
６
）。

映画村での夏祭り

参加者は大喜び

日管きんき〈5〉京都府支部

〒534-0021  大阪市都島区都島本通１丁目４番２０号

大代表 TEL.06-6921-8111 FAX .06-6927-2244
■営業部  ■清掃部  ■メンテナンス部  ■企画開発部

利用者が安心して暮らせるマンション管理

オーナー様が安心して任せられるマンション管理

すべては「ありがとう」の言葉をいただくために。

（平成24年6月現在） （平成24年6月現在）

不動産全般管理・不動産有効活用・建築設計・建物補修・リフォーム

清掃業務・高齢者住宅斡旋・託児への取り組み・農園の取り組み

お問合せは

株式会社 タイセイシュアーサービス



　

第
16
回
近
畿
ブ
ロ
ッ
ク
ソ
フ

ト
ボ
ー
ル
大
会
は
、奈
良
県
支

部
の
主
管
で
11
月
13
日（
水
）、

大
阪
市
此
花
区
の
大
阪
舞
洲

　

第
１
回
賃
貸
住
宅
管
理
業
務・成
果
発
表
大
会

兵
庫
県
が
近
畿
ブ
ロ
ッ
ク
長
賞

　
「
第
１
回
賃
貸
住
宅
管
理
業
務・成
果
発
表
大

会
」で
兵
庫
県
支
部
㈱
ハ
ウ
ス
プ
ロ
メ
イ
ン
の
西

村
英
氏
が
発
表
し
た「
入
居
者
に
目
を
向
け
た
管

理
業
務
の
実
践
」が
第
３
席
の
近
畿
ブ
ロ
ッ
ク
長

賞
を
受
賞
。滋
賀
支
部
は
主
管
賞
、奈
良
県
支
部

は
優
秀
賞
を
そ
れ
ぞ
れ
受
賞
し
ま
し
た
。発
表
の

要
旨
は
次
の
通
り
。

　

伊
丹
市
の

賃
貸
マ
ン
シ
ョ

ン
で
平
成
17

年
３
月
に
実

際
に
起
き
た

落
雷
事
故
を

き
っ
か
け
に

し
た
入
居
者

向
火
災（
家

財
）保
険
１
０

０
％
加
入
に

向
け
た
取
り
組
み
を
紹
介
。

　

落
雷
事
故
に
よ
る
火
災
は

起
き
な
か
っ
た
も
の
の
全
戸
の

テ
レ
ビ
、パ
ソ
コ
ン
、エ
ア
コ
ン
な

ど
の
家
電
製
品
が
す
べ
て
破
損
。

こ
の
時
、入
居
者
保
険
に
加
入

し
て
い
た
の
は
被
害
を
受
け
た

６
戸
の
う
ち
３
戸
だ
け
で
し
た
。

　

両
者
の
間
に
は
天
国
と
地

獄
ほ
ど
の
差
が
生
ま
れ
ま
し

た
。加
入
家
庭
で
は
家
電
製
品

が
保
険
金
に
よ
っ
て
全
て
新
品

に
買
い
換
え
ら
れ
た
の
に
対
し
、

非
加
入
家
庭
は
全
て
自
己
負

担
に
な
って
し
ま
い
ま
し
た
。

　

こ
れ
を
き
っ
か
け
に
当
社
は

入
居
者
保
険
へ
の
加
入
を
強
力

に
働
き
か
け
ま
し
た
。そ
の
結

果
、そ
れ
ま
で
全
管
理
戸
数
の

加
入
率
が
63
％
過
ぎ
な
か
っ
た

の
に
対
し
、93
％（
12
年
度
）に
急

上
昇
。近
畿
の
管
理
会
社
中
首

位
の
加
入
率
を
達
成
し
ま
し
た
。

　

現
在
は
加
入
１
０
０
％
を

目
指
し
て
入
居
者
個
々
が
保

険
契
約
し
な
く
て
も
、当
社
が

管
理
す
る
全
て
の
賃
貸
住
宅

兵
庫
県
支
部 

ハ
ウ
ス
プ
ロ
メ
イ
ン

西
村　

英 

氏　

﹁
入
居
者
に
目
を
向
け
た
管
理
業
務
の
実
践
﹂  

に
入
居
者
保
険
が
適
用
で
き

る
新
ス
キ
ー
ム
の
導
入
を
検
討

し
て
い
ま
す
。

　

※
実
際
に
起
き
た
災
害
を

ベ
ー
ス
に
し
た
内
容
は
、迫
力

満
点
で
、満
員
の
聴
衆
も
息
を

呑
ん
で
聞
き
入
っ
て
い
ま
し
た
。

審
査
委
員
長
の
高
田
光
雄
京

都
大
学
大
学
院
教
授
は
講
評

の
中
で「
リ
ス
ク
管
理
の
重
要

さ
を
改
め
て
思
い
出
さ
せ
る
内

容
」と
高
く
評
価
さ
れ
て
、近

畿
ブ
ロ
ッ
ク
長
賞
を
受
賞
し
ま

し
た
。

滋
賀
県
支
部

 

コ
ン
ク
ウ
ェ
ス
ト　

馬
場　

智
彦 

氏

﹁
単
身
女
性
専
用
ア
パ
ー
ト
企
画
か
ら
管
理
へ
﹂  

　

滋
賀
県
が
関
西
圏
で
人
口

増
加
し
て
い
る
唯
一の
県
で
あ

り
、晩
婚
化
な
ど
に
よ
っ
て
単

身
女
性
用
マ
ン
シ
ョ
ン
の
需
要

が
増
え
て
い
ま
す
。

　

こ
の
中
で
オ
ー
ナ
ー
に
対
し

単
身
女
性
用
マ
ン
シ
ョ
ン
の
建

設
を
企
画
、提
案
。外
部
か
ら

の
侵
入
を
防
ぐ
た
め
に
ベ
ラ
ン

ダ
を
な
く
し
、防
犯
カ
メ
ラ
、

オ
ー
ト
ロ
ッ
ク
な
ど
防
犯
性
能

を
徹
底
的
に
高
め
ま
し
た
。

　

ま
た
、家
具
を
設
置
し
た
モ

デ
ル
ル
ー
ム
を
公
開
し
、積
極

的
な
営
業
を
展
開
。そ
の
結
果
、

空
室
待
ち
が
で
る
ほ
ど
で
、

オ
ー
ナ
ー
に
も
満
足
頂
い
て
い

ま
す
。今
後
も
プ
ラ
ス
ワ
ン
の

特
徴
を
持
つ
物
件
の
企
画
に

注
力
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て

い
ま
す
。

奈
良
県
支
部

 

丸
和
不
動
産　

村
島　

弘
章 

氏　

﹁
入
居
者
満
足
の
視
点
に
立
っ
た
取
り
組
み
﹂  

　

入
居
者
の
ク
レ
ー
ム
の
内
容

は「
水
回
り
」が
28・1
％
、「
室

内
設
備
」20・6
％
、「
電
気
設

備
」15・7
％
だ
っ
た
と
紹
介
。

ク
レ
ー
ムへ
の
対
応
に
は「
最
善

の
対
応
が
で
き
て
い
る
か
」「
ク

レ
ー
ム
を
減
ら
す
こ
と
が
で
き

る
か
」の
２
つ
の
ア
プ
ロ
ー
チ
が

考
え
ら
れ
ま
す
。

　

コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー
の
24
時
間

ク
レ
ー
ム
対
応
や
緊
急
出
動
で

き
る
業
者
と
の
提
携
」な
ど
が

必
要
。ま
た
、有
資
格
者
に
よ

る
巡
回
点
検
な
ど
の
予
防
的

な
対
策
が
重
要
で
す
。

　

最
後
に
サ
ー
ビ
ス
体
制
と
予

防
保
全
の
考
え
を
実
行
す
る

こ
と
が
ク
レ
ー
ム
抑
止
に
繋
が

る
と
感
じ
て
い
ま
す
。改
善
に

は
費
用
を
伴
い
ま
す
が
、何
よ

り
入
居
率
ア
ッ
プ
に
つ
な
が
る

と
オ
ー
ナ
ー
の
理
解
を
得
る
こ

と
が
最
も
重
要
で
す
。

　

滋
賀
県
支
部
は
６
月
26
日
、

エ
ル
ア
イ
シ
ー
本
社
で
滋
賀
県

支
部
研
修
会
を
開
催
し
ま
し

た
。県
立
野
洲
高
校
サ
ッ
カ
ー

部
の
山
本
佳
司
監
督
が「
野
洲

か
ら
世
界
へ
」を
テ
ー
マ
に
講

演
し
ま
し
た
。

　

野
洲
高
サ
ッ
カ
ー
部
は
乾
貴

士
を
は
じ
め
数
多
く
の
Ｊ

リ
ー
ガ
ー
を
輩
出
。自
由
奔
放

な
サ
ッ
カ
ー
ス
タ
イ
ル
は「
セ
ク

シ
ー
フ
ッ
ト
ボ
ー
ル
」と
呼
ば
れ

高
く
評
価
さ
れ
て
い
ま
す
。

サ
ッ
カ
ー
か
ら
学
ぼ
う

　
　
　

滋
賀
県
支
部
研
修
会

野
洲
高
サ
ッ
カ
ー
部
山
本
監
督
招
く

講
演
で
は

「
世
界
を

考
え
な
け

れ
ば
ノ
ー

チ
ャ
ン
ス
」と
自
主
性
を
引
き

出
す
指
導
を
強
調
し
ま
し
た
。

研
修
を
企
画
し
た
研
修
委
員

の
望
月
美
樹
子
氏（
富
士
コ
ー

ポ
レ
ー
シ
ョ
ン
社
長
）は「
社
員

の
や
る
気
を
い
か
に
引
き
出
す

か
、経
営
者
と
し
て
も
大
い
に

参
考
に
な
っ
た
」。

　

第
２
部
で
は「
入
居
者
ニ
ー

ズ
と
広
告
掲
載
の
最
新
動
向
」

と
題
し
て
リ
ク
ル
ー
ト
住
ま
い

カ
ン
パ
ニ
ー
の
正
田
一
郎
さ
ん
が

講
演
し
ま
し
た
。

　

こ
の
日
は
会
員
企
業
の
若

手
社
員
30
人
と
エ
ル
ア
イ
シ
ー

の
社
員
約
１
０
０
人
が
参
加
し

ま
し
た
。

山本監督

 

近
畿
ブ
ロ
ッ
ク
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大
会

　
11
月
13
日
開
催
、参
加
チ
ー
ム
募
集
　

運
動
広
場
で
開
か
れ
ま
す
。

　

現
在
、参
加
チ
ー
ム
募
集
中

で
16
チ
ー
ム
に
達
し
次
第
締
め

切
り
ま
す
。混
成
チ
ー
ム
を
編

成
す
る
の
で
一
人
か
ら
の
参
加

も
Ｏ
Ｋ
。10
月
10
日
ま
で
。

　

参
加
申
し
込
み
は
奈
良
県

支
部
事
務
局
Ｆ
Ａ
Ｘ
０
７
４
２

―
３
３
―
０
１
８
８
。問
い
合

わ
せ
は
丸
和
不
動
産
☎
０
７
４

２
―
３
６
―
０
０
０
２
。

　

大
阪
舞
洲
運
動
広
場
へ
の
ア

ク
セ
ス
は
阪
神
高
速
湾
岸
線

北
港
Ｉ
Ｃ
を
出
て
此
花
大
橋

渡
る
。

注目された兵庫県支部・西村氏の発表発表する馬場氏

発表する村島氏

若手社員で満員の研修会

入居者視線で管理見詰める
　　　　兵庫・滋賀・奈良３支部が発表　　　　

超満員の成果発表大会会場

日管きんき〈6〉 兵庫県・滋賀県・奈良県・和歌山県支部

大阪第三支店
34F

服部・吉川・吉田
〒530-6034



和
歌
山
県
支
部

日
時　

10
月
19
日︵
土
︶、

　
　
　

13
時
30
分
～
16
時

場
所　

和
歌
山
ビ
ッ
グ
愛︵
和

歌
山
市
手
平
２
丁
目
１︲２
︶

第
１
部
で
は
和
歌
山
県
県
土

整
備
部
都
市
住
宅
課
の
野
口
利

也
建
築
指
導
班
長
に「
民
間
住

宅
活
用
型
住
宅
セ
ー
フ
テ
ィ
ネ
ッ

ト
整
備
事
業
等
に
つ
い
て
」を

テ
ー
マ
に
講
演
、同
事
業
の
趣
旨

と
補
助
に
つい
て
解
説
し
て
も
ら

い
、賃
貸
住
宅
オ
ー
ナ
ー
の
補
助

の
利
用
を
促
進
す
る
の
が
狙
い
。

第
２
部
で
は
補
助
を
活
用
で

き
る
住
宅
設
備
に
つい
て
大
手
設

備
メ
ー
カ
ー
２
社
の
担
当
者
が
改

修
事
例
を
挙
げ
て
説
明
し
ま
す
。

奈
良
県
支
部

日
時　

10
月
27
日︵
日
︶、

　
　
　

13
時
30
分
～
17
時

国
土
交
通
省
の﹁
住
生
活
月
間
﹂に
合
わ
せ
て
10
月
か

ら
11
月
に
か
け
て
和
歌
山
、奈
良
、滋
賀
、兵
庫
の
各
支
部

が
多
彩
な
テ
ー
マ
で
オ
ー
ナ
ー
セ
ミ
ナ
ー
開
催
し
ま
す
。

場
所　

ホ
テ
ル
日
航
奈
良︵
奈

良
市
三
条
本
町
８︲１
︶

第
１
部
で
は
長
田
修
日
管

協
近
畿
ブ
ロッ
ク
長
に
、昨
今
の

賃
貸
住
宅
管
理
業
や
入
居
者

の
問
題
点
、官
民
の
協
力
体
制

の
あ
り
方
、未
来
の
賃
貸
住
宅

管
理
業
に
つい
て
聞
き
ま
す
。

第
２
部
で
は
今
野
幸
輝
東

北
ブ
ロッ
ク
長
と
松
本
智
兵
庫

県
支
部
長
に
、東
日
本
大
震
災

と
阪
神
淡
路
大
震
災
の
体
験

を
通
じ
て
得
ら
れ
た
本
当
に

必
要
な
賃
貸
住
宅
管
理
業
者

が
備
え
て
お
く
べ
き
震
災
対

策
に
つ
い
て
じ
っ
く
り
と
語
っ
て

も
ら
い
ま
す
。

滋
賀
県
支
部

日
時　

10
月
27
日︵
日
︶、

　
　
　

13
時
30
分
～
17
時

場
所　

草
津
市
立
ま
ち
づ
く
り
セ
ン

タ
ー︵
草
津
市
西
大
路
町
９
番
６
号
︶

　

第
１
部
で
は
滋
賀
県
支
部

会
員
企
業
が「
こ
れ
で
い
い
の

か
？
賃
貸
経
営
―
入
居
率
を

上
げ
る
秘
策
」を
テ
ー
マ
に
実

例
紹
介
、新
サ
ー
ビ
ス
、新
商

品
を
紹
介
し
ま
す
。

　

第
２
部
で
は「
相
続
税
・
消

費
税
改
正
へ
の
対
策
」を
テ
ー

マ
に
浅
井
税
理
士
法
人
の
浅

井
剛
税
理
士
が
改
正
税
法
を

解
説
し
ま
す
。同
時
に
賃
貸

住
宅
用
設
備
の
商
品
展
示
も

開
催
し
ま
す
。

兵
庫
県
支
部

日
時　

11
月
９
日︵
土
︶、

　
　
　

13
時
～
17
時

場
所　

神
戸
市
勤
労
会
館︵
神
戸

市
中
央
区
雲
井
町
５
丁
目
１︲２
︶

第
１
部
で
は
松
本
支
部
長

が
最
近
の
日
管
協
の
取
り
組
み

に
つ
い
て
説
明
。第
２
部
は
小

菅
貴
春
上
級
相
続
支
援
コ
ン
サ

ル
タ
ン
ト（
小
菅
不
動
産
社
長
）

が「
相
続
セ
ミ
ナ
ー
」と
し
て

資
産
管
理
の
重
要
さ
を
解
説
。

第
３
部
で
は
関
心
を
集
め

る
太
陽
光
発
電
シ
ス
テ
ム
に
つ

い
て
㈱
ノ
ー
リ
ツ
新
エ
ネ
ル

ギ
ー
販
売
チ
ー
ム
の
山
崎
仁
聖

氏
が
設
置
し
た
場
合
の
メ
リ
ッ

ト
な
ど
に
つ
い
て
解
説
し
て
も

ら
い
、賃
貸
管
理
業
者
が
太
陽

光
発
電
事
業
に
取
り
組
む
可

能
性
を
探
り
ま
す
。

兵
庫
県
支
部
第
２
回
研
修
会

実
際
に
フ
ェ
イ
ス
ブ
ッ
ク
開
設

兵
庫
県
支
部
は
９
月
17
日

（
火
）、神
戸
市
の
神
戸
市
勤
労

会
館
で「
第
２
回
支
部
研
修

会
」を
開
催
。今
回
は
受
講
者

に
フ
ェ
イ
ス
ブ
ッ
ク
を
実
際
に
開

設
し
て
も
ら
う
初
の
試
み
。約

21
人
が
参
加
し
た
。

ア
ッ
ト
ク
リ
エ
イ
ト
社
の
深

江
慎
介
社
長
が「
兵
庫
県
支

部
と
会
員
会
社
の
フェ
イ
ス
ブ
ッ

ク
の
開
設
」を
指
導
。参
加
者

が
持
参
し
た
パ
ソ
コ
ン
、タ
ブ

模擬試験に取り組む受講生

日
管
協
本
部
は
今
年
９
月

か
ら
セ
ミ
ナ
ー
の
講
師
の
資
格

を
得
る「
上
級
相
続
支
援
コ
ン

　

４
県
支
部
が
オ
ー
ナ
ー
セ
ミ
ナ
ー
開
催　

相
続
、セ
ー
フ
テ
ィ
ネ
ッ
ト
、太
陽
光
発
電
⋮

兵
庫
県
支
部
会
員
の

セ
ー
ヨ
ー
産
業
㈱（
本
社

姫
路
市
、大
谷
拓
洋
社
長
）

は
、一
昨
年
か
ら
太
陽
光
発

電
に
取
り
組
み
、順
調
に

収
益
を
上
げ
て
い
ま
す
。

自
社
物
件
３
カ
所
に
太

陽
光
発
電
装
置
を
設
置
。

最
初
は
岡
山
県
津
山
市
の

貸
工
場
の
屋
根
に
50
ｋｗ

の
太
陽
光
発
電
パ
ネ
ル
を

取
り
付
け
、昨
年
１
年
間

で
２
４
０
万
円
を
売
電
。

「
予
想
を
20
％
も
上
回
る

収
益
。10
年
以
内
に
初
期

投
資
を
回
収
で
き
る
」と

大
谷
社
長
は
顔
を
ほ
こ
ろ
ば
せ

て
い
ま
す
。

２
軒
目
は
姫
路
市
書
写
の

会

員
各
社
の
動

向

近畿ブロック内に太陽光発電広がる
順調な売電で収入安定

学
生
用
ワ
ン
ル
ー
ムマ
ン
シ
ョ

ン「
ジ
ュ
ネ
ス
書
写
」（
築
20

年
、木
造
２
階
建
18
戸
）に

20
ｋｗ
の
太
陽
光
発
電
パ
ネ

ル
を
設
置
。さ
ら
に
も
う
１

棟
の
賃
貸
マ
ン
シ
ョ
ン
に
も

設
置
済
み
。

大
谷
社
長
は「
太
陽
光

発
電
に
は
空
室
や
家
賃
滞

納
の
リ
ス
ク
が
な
く
、安
定

収
入
が
期
待
で
き
る
。節

税
対
策
と
し
て
も
効
果

的
」と
自
信
満
々
で
す
。

京
都
府
支
部
の「
長

栄
」も
太
陽
光
発
電
に
取

り
組
ん
で
い
ま
す
。昨
年

か
ら
自
社
物
件
３
棟
を
含

む
賃
貸
住
宅
計
10
棟
に

10
〜
20
ｋｗ
の
パ
ネ
ル
を

設
置
し
、順
調
な
売
電
収

入
を
上
げ
て
い
ま
す
。

固
定
買
い
取
り
制
度
は

当
初
１
ｋｗ
当
た
り
42
円
で

し
た
が
、今
年
４
月
か
ら
は

36
円
＋
消
費
税
に
値
下
げ
。

一方
で
太
陽
光
発
電
パ
ネ
ル

の
価
格
が
大
量
生
産
に
よって
下

が
り
、採
算
性
は
確
保
で
き
る

見
通
し
で
す
。

再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
固
定
買
い
取
り
制
度
が
始
ま
っ
て
、

太
陽
光
発
電
熱
が
一
段
と
高
ま
っ
て
い
ま
す
。賃
貸
住
宅
管
理
業

界
で
も
取
り
組
む
企
業
が
増
え
て
い
ま
す
。一
例
を
紹
介
し
ま
す
。

太陽光発電パネルを屋根に
取り付けたジュネス書写

レ
ッ
ト
端
末
を
使
っ
て
実
際
に

開
設
作
業
に
取
り
組
み
ま
し

た
。兵

庫
県
支
部
で
は
今
後
、新

開
設
し
た
フェ
イ
ス
ブ
ッ
ク
を
支

部
活
動
に
活
用
す
る
予
定
。参

加
者
の一人
は「
こ
ん
な
に
簡
単

に
開
設
で
き
る
と
は
思
わ
な

か
っ
た
。業
績
に
も
寄
与
し
そ

う
」と
、期
待
し
て
い
ま
し
た
。

大
阪
で
上
級
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
講
習

サ
ル
タ
ン
ト
講
習
」を
従
来
の

東
京
に
加
え
て
大
阪
、福
岡
の

３
カ
所
に
拡
大
し
て
開
催
し
て

い
ま
す
。

大
阪
で
は
９
月
10
日
か
ら

「
あ
い
お
い
ニッ
セ
イ
同
和
損
害

保
険
」（
大
阪
市
北
区
西
天
満

４︲15︲10
、フ
ェニッ
ク
ス
タ
ワ
ー

９
Ｆ
）で
開
講
。講
習
は
来
年

４
月
11
日
ま
で
月
１
回
ペ
ー
ス

で
計
８
回
行
わ
れ
、５
月
に
修

了
認
定
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョン
が

行
わ
れ
ま
す
。合
格
す
れ
ば
上

級
支
援
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
の
資

格
が
得
ら
れ
ま
す
。

講
習
内
容
は
コ
ン
サ
ル
テ
ィ

ン
グ
研
修
、遺
言
状
の
作
成
な

ど
の
実
践
的
な
研
修
を
中
心

に
取
り
組
み
ま
す
。

タブレット端末でフェイスブック
を開設する参加者

日
管
協
が
新
会
員
募
集
中

　

 

管
理
業
法
施
行
へ
向
け
て
入
会
増 　

　
（
公
財
）日
本
賃
貸
住
宅
管
理
協
会（
三
好
修
会
長
）は
国
の
住

宅
政
策
に
協
力
し
、管
理
業
務
を
通
じ
て
住
環
境
の
向
上
に
努
め

て
い
ま
す
。今
年
度
は「
登
録
制
度
」へ
の
加
入
増
を
事
業
の
柱
と

し
て「
管
理
業
法
」の
施
行
に
備
え
て
い
ま
す
。入
会
の
メ
リ
ッ
ト

も
多
く
、今
が
最
も
会
員
に
な
る
好
機
。問
い
合
わ
せ
は
８
面
の

近
畿
ブ
ロッ
ク
各
支
部
事
務
局
へ
。

日管きんき〈7〉兵庫県・滋賀県・奈良県・和歌山県支部

 〒540-0008 
 大阪市中央区大手前1-6-8  光養ビル9F 

ＴＥＬ 06 - 6949 - 1740 
ＦＡＸ 06 - 6949 - 1741 

http://www.tamai-office.com/

● 大家さん賃貸経営出口戦略 

● 大家さん賃貸事業承継 

● 遺言・相続、借地・借家・古アパ

● 法人設立（株・合同・社福等） 

● 新規独立創業支援 

● 記帳・会計・経営コンサル 

● 宅建・建設・産廃・ 風俗・在留 
 

● 大家団体、業界団体での 

    セミナー、講演、講座企画 
  

 ・・・等、実戦実務広く対応 



日管協 近畿ブロック６支部の事務局
●大阪府支部〈地下鉄肥後橋駅下車歩10分〉
　〒550-0002
　大阪市西区江戸掘 2丁目 1番 1号 江戸堀センタービル
　セーフティジャパン・リスクマネジメント㈱内
　TEL.06-6225-9055　FAX.06-6225-9056
●京都府支部〈烏丸通沿いのビジネス街〉
　〒604-8162
　京都市中京区烏丸通六角下る七観音町 637
　第 41 長栄カーニープレイス四条烏丸 2階
　TEL.075-211-4774　FAX.075-251-1144
　E-mail.kyoto@jpm.jp
　「相続・相談コーナー」も同フロアに。
●兵庫県支部〈阪急、阪神、JR三宮駅から歩10分〉
　〒651-0093
　神戸市中央区二宮町 1丁目 2番 3号 マスダビル 5F
　（ハウスプロメイン内）
　TEL.078-222-0837　FAX.078-242-6656
　E-mail.koshino@hpm.co.jp
●滋賀県支部〈JR瀬田駅から歩8分〉
　〒520-2144
　滋賀県大津市大萱 1丁目 4-15 LIC ビル 3F 
　TEL.077-543-2868　FAX.077-543-3968
　E-mail.soumu@g-lic.co.jp
●奈良県支部〈近鉄西大寺駅歩すぐ〉
　〒631-0816
　奈良市西大寺本町 1番 6号（丸和不動産内）
　TEL.0742-36-0001　FAX.0742-36-0055
　E-mail.chintai@apaman.ne.jp
●和歌山県支部〈JR 和歌山駅より車約10 分〉
　〒640-8390
　和歌山市有本 827-6（レンタルハウス内）
　TEL.073-424-1111　FAX.073-426-1081
　E-mail.rh-info@rentalhouse.co.jp

日管協 近畿ブロック6支部・2013年度「オーナーセミナー」開催一覧
和歌山県支部奈良県支部滋賀県支部兵庫県支部京都府支部大阪府支部

10 月 10 日（木）～11 日（金）
大阪南港インテックス内
（大阪市営地下鉄中ふ頭駅下
車）
「賃貸住宅フェア」会場内で
開くセミナーや座談会など
で構成

●
●

●

10 月 23 日（水）
京都ロイヤルホテル
（京都、河原町通御池、地下
鉄四条河原町、御池、その他、
私鉄駅からも近い）
賢い相続・贈与対策を経験豊
富な専門税理士が解説。他に
高齢者住宅の現状と施策紹介

●
●

●

11 月 9日（土）
神戸市勤労会館
（JR、私鉄、三宮よりすぐ）
相続支援の重要性。
太陽光発電で屋根貯蓄

●
●

●
●

10 月 27 日（日）
草津市立まちづくりセンター
（JR草津駅から徒歩 3分）
入居率を上げる会員企業の
新商品、新サービスを紹介。
税理士による相続税、消費
税率上げへの対応策を伝授

●
●

●

●

10 月 27 日（日）
ホテル日航奈良
（JR奈良駅前）
管理業の未来形など
震災体験を通じて得られた
本当に必要な震災対策

●
●

●
●

10 月 19 日（土）
和歌山ビッグ愛
（和歌山市手平 2 丁目。バ
ス便）
民間住宅セーフティネット
整備事業についてなど

●
●

●

日
程
・
場
所
・
内
容

　

朝
日
新
聞
の「
天
声
人
語
」

に
シ
ェ
ア
ハ
ウ
ス
の
普
及
が
取

り
上
げ
ら
れ
て
い
ま
し
た
。賃

料
は
安
い
、だ
が
水
廻
り
は
共

同
、不
便
だ
け
ど
人
と
の
交

流
が
で
き
る
。新
し
い
住
ま
い

方
の
出
現
と
い
う
わ
け
で
す
。

み
ん
な
で
助
け
合
って
楽
し
く

暮
ら
そ
う
と
い
う
の
が
若
い

人
を
中
心
に
起
き
て
い
る
の

は
事
実
。こ
れ
だ
け
天
災
が

起
き
る
と
住
宅
に
対
す
る
考

え
も
人
生
観
も
変
わ
っ
て
き

ま
す
。〝
マ
イ
ホ
ー
ム
主
義
〟も

ど
こ
か
か
す
ん
で
見
え
ま
す
。

〝
賃
貸
住
宅
時
代
が
や
って
き

た
〟と
い
う
言
葉
も
聞
い
て
久

し
い
が
、こ
の
と
こ
ろ
や
っ
と
実

感
と
し
て
認
識
さ
れ
る
よ
う

に
な
り
ま
し
た
。社
会
は
新
し

い
価
値
観
を
生
み
つつ
動
い
て

い
ま
す
。賃
貸
業
界
の
責
任
の

大
き
さ
が
ず
っ
し
り
と
重
い
で

す
。（
広
報
委
員
会
）

　
（
公
財
）日
管
協（
三
好
修
会

長
）で
は
今
年
も
全
国
の
各
支

部
で〝
賃
貸
住
宅
の
住
環
境
を

向
上
さ
せ
る
〟を
テ
ー
マ
に
し
た

「
オ
ー
ナ
ー
セ
ミ
ナ
ー
」を
行
い

ま
す
。国
土
交
通
省
、都
道
府

県
及
び
市
、友
好
団
体
や
報
道

機
関
が
後
援
し
て
毎
年
、国
の

「
住
生
活
月
間
」で
あ
る
10
月

か
ら
11
月
に
か
け
て
開
催
。

　

近
畿
ブ
ロッ
ク
6
支
部
も
そ

れ
ぞ
れ
基
本
テ
ー
マ
に
基
づ
き
つ

つ
も
地
域
の
特
性
を
生
か
し
て

毎
年
工
夫
を
加
え
て
開
催
し

て
き
ま
し
た
。セ
ミ
ナ
ー
へ
の
参

加
者
を
増
や
す
た
め
、講
師
や

内
容
に
各
支
部
の
特
徴
が
み
ら

れ
ま
す
。大
阪
府
支
部
の
よ
う

に
新
聞
社
が
催
す
住
宅
フ
ェ
ア

の
会
場
で
開
く
な
ど
、動
員
数

の
多
さ
に
つ
な
げ
て
い
ま
す
。

　

日
管
協
と
し
て
は
、今
年
の

目
標
を
59
会
場
、5
、5
0
0

名
と
し
て
い
ま
す
。刻
々
と
変

化
す
る
入
居
者
を
取
り
巻
く

住
宅
事
情
。一方
、賃
貸
住
宅
経

営
に
関
し
た
新
対
策
な
ど
、セ

来場者は情報収集に懸命です

「
日
管
協
短
観
」 	

ゆ
っ
く
り
と
回
復
の
気
配
へ

　
（
公
財
）日
本
賃
貸
住
宅
管

理
協
会（
三
好
修
会
長
）は
日

管
協
総
合
研
究
所
か
ら

2
0
1
2
年
度
下
期
の
第
9

回
賃
貸
住
宅
市
場
景
況「
日

管
協
短
観
」を
発
表
し
ま
し
た
。

　

定
期
的
に
会
員
企
業
に
対

し
て
ア
ン
ケ
ー
ト
を
実
施
。今

回
は
2
0
1
2
年
10
月
か
ら

13
年
3
月
ま
で
の
調
査
。

　

調
査
結
果
に
よ
る
と
前
年

同
期
の
水
準
に
は
達
し
て
い
な

い
が
全
体
の
数
値
か
ら
見
て
市

場
は
回
復
へ
の
動
き
が
見
え
る

と
し
て
い
ま
す
。し
か
し
、成
約

賃
料
の
下
落
は
依
然
と
し
て

変
わ
ら
ず
で
す
。売
上
げ
は
総

じ
て
プ
ラ
ス
に
。賃
貸
仲
介
は

回
復
度
が
低
く
、新
築
の
仕
入

は
回
復
が
見
ら
れ
る
と
総
合

判
断
。調
査
は
賃
貸

住
宅
の
景
況
感
を

半
期（
4
〜
9
月
、

10
〜
3
月
）ご
と
に

調
べ
、把
握・分
析
し
、

そ
の
情
報
を
広
く

社
会
に
提
供
。調
査

方
法
、対
象
、期
間

は
①
調
査
方
法
：
イ

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に
よ
る

ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
②

調
査
対
象
：
協
会

会
員（
賃
貸
住
宅
管

理
会
社
）③
調
査
対

象
期
間
：
平
成
24

年
10
月
〜
平
成
25

年
3
月
。詳
し
く
は

日
管
協
H
P
を
。

　

各
地
で「
オ
ー
ナ
ー
セ
ミ
ナ
ー
」開
催

国
交
省
後
援
、
〝
住
環
境
向
上
〟
が
テ
ー
マ

　1,350万戸という民間賃貸住宅のストック。
全住宅の3割を占め、この財産を社会がどのよ
うに有効に利用できるのか、その役目を一身に
背負っているのが日管協です。国の住生活月間
で催される「オーナーセミナー」は居住者と貸
主の両サイドへ“安心居住”への対策を示します。

ミ
ナ
ー
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
社
会

を
反
映
し
て
い
ま
す
。（
各
支
部

の
ペ
ー
ジ
に
細
部
関
連
記
事
）。

＊
＊
＊
＊
＊

25
年
度
賃
貸
不
動
産

経
営
管
理
士
資
格
認
定
試
験

11
月
17
日
に
全
国
一
斉
に
実
施
。

　
「
賃
貸
不
動
産
経
営
管
理

士
資
格
認
定
試
験
」が
今
回
か

ら
全
国
統
一
試
験
と
し
て
11
月

17
日（
日
）に
札
幌
、仙
台
、東

京
、横
浜
、金
沢
、名
古
屋
、大

阪
、広
島
、高
松
、福
岡
、沖
縄

で
行
わ
れ
ま
す
。専
門
知
識
が

求
め
ら
れ
る
賃
貸
管
理
業
界
。

一
般
社
団
法
人・賃
貸
不
動
産

経
営
管
理
士
協
議
会
が
主
催

し
て
実
施
。す
で
に
試
験
申
込

み
は
9
月
25
日
に
締
め
切
ら
れ

て
い
る
が
、申
込
者
に
対
す
る

講
習
会
が
各
地
で
行
わ
れ
て
い

ま
す
。関
西
で
の
事
前
講
習
会

は
10
月
に
行
わ
れ
ま
す
。不
動

産
4
団
体
で
構
成
す
る
協
議

会
主
催
で
実
施
さ
れ
る
の
が
10

月
2
日（
水
）3
日（
木
）21
日

（
月
）22
日（
火
）チ
サ
ン
ホ
テ
ル

新
大
阪
。問
い
合
わ
せ
は
日
管

協
本
部
へ
。（
０
３
―
6
2
5
5

―
1
5
5
5
）

　

第
1
回
日
管
協
近
畿
ブ
ロッ

ク
懇
親
ゴ
ル
フ
コ
ン
ペ
が
7
月
10

日
、兵
庫
県
三
木
市
の
マ
ス
タ
ー

ズ
ゴ
ル
フ
倶
楽
部
で
開
催
さ
れ

ま
し
た
。長
田
修
ブ
ロ
ッ
ク
長

を
は
じ
め
、会
員
24
人
が
参
加
。

　

松
本
宏
ハ
ウ
ス
プ
ロ
メ
イ
ン

相
談
役
が
グ
ロ
ス
88（
ネ
ッ
ト

71・2
）で
、初
の
栄
冠
を
獲
得

し
ま
し
た
。兵
庫
県
支
部
が
主

管
し
て
行
わ
れ
ま
し
た
。

日
管
協

近
畿
ブ
ロ
ッ
ク

ゴ
ル
フ
コ
ン
ペ
を
初
開
催

 

松
本
宏
氏
が優

勝　

28
年
度
の
法
制
化
目
指
す

ま
ず
登
録
制
度
加
入
を

　

日
管
協
は
今
年
度
の
総
会
で

三
好
修
会
長
が
第
一に
主
張
し

て
き
た
の
が「
高
度
な
業
務
倫

理
に
基
づ
い
た
専
門
的
な
賃
貸

管
理
業
務
の
確
立
」。こ
れ
に
は

ま
ず
全
会
員
が
登
録
制
度
に

加
わ
り
平
成
28
年
度
の
法
制

化
への
基
本
と
し
ま
す
。

　

各
支
部
で
は
賃
貸
不
動
産

経
営
管
理
士
の
資
格
者
を
増

や
す
一
方
、コ
ン
ク
ー
ル
や
研
究

会
を
実
施
。情
報
や
成
果
を

支
部
だ
け
に
止
め
ず
、秋
に
は

東
京
で
行
わ
れ
る
フ
ォ
ー
ラ
ム

会
場
で
公
表
し
ま
す
。
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